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ハイライト 

基幹型臨床研修病院に指定

されました！

月に新任医師が入職いたし

ましたのでご紹介させて頂き

ます。

患者支援ｾﾝﾀｰからは、紹

介・逆紹介率の報告をさせ

ていただきます。

令和年度の決算がでました

のでご報告させて頂きます。

放射線の共同利用について

まとめました。

 分からないこと、質問等ござ

いましたら、いつでも、医療

連携室までご連絡ください。 
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1 副院長挨拶  ～ 初期臨床研修について ～ 
医師会の諸先生方におかれましては、日頃からの当病院運営などに対す

るご協力に心より御礼申し上げます。今回は、来年度から予定しておりま

す新小山市民病院・初期臨床研修プログラムにつきましてお伝え致します。 

 既にご存じの方も多いかと存じますが、当病院は念願であった基幹型臨

床研修病院になるため、昨年10月に申請を行い承認されましたので、今年

度のマッチングに参加し、2022年4月からの初期臨床研修を開始すること

となりました。 

これまでは自治医大附属病院の協力型臨床研修病院としてたすき掛け

研修を行っており、最近では初期研修終了後の専攻医研修も、やはりたす

き掛けとして受け入れておりました。しかしながら、基幹型臨床研修病院

として当病院で初期研修を行い、新人医師を一から育成してゆくことも 

地域に根ざす中核病院としての重要な機能です。県内の公的な病院では、

ほぼ全てで以前から初期臨床研修を行っており、当院での取り組みが相当

出遅れていたことは否めません。ただ、5年前に病院を新築移転し、医師

をはじめとし医療スタッフも大幅に増員が出来た結果、将来の後継者育成

にも繋がる可能性のある初期臨床研修を行えるようになったことは、医師

会の諸先生方のご協力もあってのことと改めて御礼申し上げます。 

初年度の採用数は2名までと決まっていますが、その後は状況に応じて

増員も可能です。初年度である2022年に初期研修医が来るかどうかは今後

のマッチングを待つ必要がありますが、医師会の先生方におかれまして

は、医師を目指すご子息・ご息女の初期臨床研修の場として、当院も候補

に入れてご検討戴けますと非常に光栄に存じます。 

猛暑とcorona禍の中ではございますが、お互い健康には留意しつつ、 

今後とも何卒よろしくお願い申し上げる次第です。 

令和 ３年 9月    

新小山市民病院 副院長・神経内科部長 

初期臨床研修プログラム責任者 川上 忠孝 

2 TOPICS 
第１期！初期臨床研修医募集＆当院公式のYouTubeチャンネルを開設しました！ 

2022年度初期臨床研修医を募集しております。 

試験日時：9月14日(火)、9月21日(火) 

試験内容：面接  申込締切：9月7日(火)  

詳しい募集要項や必要書類は臨床研修医募集ページよりご確認ください。 

https://hospital-shinoyama.jp/initialresident/ 

また、研修医募集に併せてYouTubeチャンネルにて病院の紹介動画を 

作成いたしました！ぜひご覧ください。 

https://www.youtube.com/channel/UC_yU77krxNxtoGCuzfYn_Qg  

  



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

令和3年7月より、新小山市民病院 眼科に赴任いたしました 

伊野田 悟（いのだ さとる）と申します。群馬大学を卒業後、

自治医科大学初期研修を経て同大眼科に入局いたしました。 

専門医を取得後、県西の市中病院にて勤務し、このたび小山に

赴任する運びとなりました。 

眼科疾患全般について幅広く、各科の先生方、小山地区医師

会のみなさまと連携させて頂きながら診療させて頂きたいと

思っております。 

専門は、角膜疾患と黄斑疾患であり、なにかお困りのことが

あれば、ご相談いただけますと幸いです。また、白内障手術、 

硝子体手術なども行ってまいります。みなさまのご指導・ご鞭撻のもと、精進

してまいりますのでよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 ドクターの紹介 ７月採用の医師を紹介します。 

ポットラック 
 カンファレンス 

偶数月、第 1 火曜日 19：15 ～ 

オンライン（Zoom）にて

開催しております。  

10/5，12/7，2/1 

 

 

 

地域完結型 
 医療・連携の会 
～ WEB ﾗｲﾌﾞｾﾐﾅｰ ～ 

奇数月、第 3 木曜日 19：15 ～ 

9/16．11/18，1/20，3/17 

 

 

 

今後も皆様のご意見をも
とに改善を行っていきます
ので、たくさんのご参加を 
お待ちしております。 

眼科 
部長心得 
伊野田 悟 

令和3年7月より泌尿器科に着任しました山﨑 正博（やまざき 

まさひろ）です。平成26年に山形大学を卒業し、自治医科大学

で初期研修を受け、同大学腎泌尿器外科学講座に入局しました。

尿路結石や内視鏡治療に興味をもち、院内外の様々な先生から

ご指導いただき、知識・技術の修練に努め、研鑽を重ねてまい

りました。僭越ながら現在、尿路結石症診療ガイドライン改定

作業にも参加しております。 

治療や再発予防も含めて、極力最新のガイドラインに沿った 

治療を患者様に提案できればと考えております。 

 尿路結石症以外にも排尿障害・悪性腫瘍などお困りのことがあればご相談 

いただければ幸いです。どうぞよろしくお願い致します。 

 

泌尿器科 
医員 

山﨑 正博 

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽﾜｸﾁﾝ 

夜間集団接種開始 

全国的にワクチン接種が

進められる中、当院も感染

リスクの高い、医療従事者、

消防職員、看護学生、小中

学校教職員等への優先接種

等を担当しました。 

 また、9 月 21 日より、夜

間の時間帯に、小山市の集

団接種を当院にて実施する

ことといたしました。今後

も医師会の皆様とご協力の

うえ、救急医療を維持しな

がら可能な限りワクチン接

種を進めてまいります。 

 

 

患者支援センターからのお知らせ 

いつも当院運営にご理解・ご協力頂きありがとうございます。 

本年の累計平均では、紹介率79.1％！・逆紹介率78.3％！と常に高い

紹介をいただいております。今後も信頼される中核病院として、逆紹介

の推進に努めてまいります。 

 



令和２年４月７日、首都圏等への「新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言」発令のもとスター

トを切った令和２年度は、前年度から続くコロナ禍の影響をさらに強く受けた１年となりました。

入院・外来患者数や救急搬送患者数の激減など厳しい環境の中、地域中核病院としての期待にお応

えできるよう、必要な人員や設備の確保による万全なコロナ対策を講じつつ、地域のかかりつけ医

との連携、安定した医療体制の確保、「断らない救急」体制の維持等のため年間を通して職員一同

奔走しました。また皆様からいただいた声を病院の改善につなげるなど、利用者満足度の向上にも

積極的に取り組みました。 

その結果、最終的には当院始まって以来の医業収益９０億円超えとなり、独法化後８年連続の 

黒字を確保することができました。厳しい状況の中で皆様からいただいた物心両面の温かいご支援

が職員への大きなエールとなりました。心より感謝申し上げます。 

依然、コロナ収束は見通せない中ですが、引き続き万全のコロナ対策と安定した医療体制の提供

を維持しつつ、皆様から信頼され必要とされる地域密着型の急性期中核病院として、より一層の 

医療機能の充実に努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度決算について 

～ コロナ禍が続く厳しい環境下、独法化後８年連続の黒字を確保 ～ 

 

第30＆31回地域完結型医療・連携の会WEBライブセミナー 

令和3年度の地域完結型医療・連携の会 WEBセミナーを昨年同様、WEBと会場での

ハイブリッドで行いました。 

 

 第30回医療・連携の会 
・日時 5月20日(木) 19：15～ 
・場所 新小山市民病院 
・座長 東副院長 
・症例報告者  

整形外科   倉林医師 
呼吸器内科  飯島医師 
小児科    石井医師 

・院外参加者 
WEB11名、会場2名 

 
 

第31回医療・連携の会 
・日時 7月15日(木) 19：15～ 
・場所 新小山市民病院 
・座長 栗原副院長 
・症例報告者  

外科     千葉医師 
心臓血管外科 佐藤医師 
皮膚科    塚田医師 

・院外参加者 
WEB15名、会場2名 

 
 

各領域における紹介患者さんの症例
報告後、WEB参加者、会場参加者に
よる活発な意見交換が行われました。 
皆様のご参加をお待ちしております。 



 

 

発行日  2016年12月1日 

 第 15 号 

患者支援センター 

 

（受付時間 平日 8：30～17：15） 

医療連携室： 

０２８５－３６－０２５２ 

（緊急の患者紹介・転入相談・ 

その他地域連携に関すること） 

 

予約専用ダイヤル： 

０２８５－３６－０２５４ 

（もの忘れ外来・内科・神経  

内科・循環器内科の受診予約・ 

胃カメラ・心エコー・腹部エコー

などの検査予約） 

 

医療相談室： 

０２８５－３６－０２５６
（医療相談・退院調整に関するこ

と・MSWに連絡・その他、外来

患者の各種相談に関すること） 

 

ＦＡＸ： 
０２８５－３６－０３５２ 

メール： 
renkei@hospital.oyama.tochigi.jp 

※メールでも受付しております。 

 

地方独立行政法人 

新小山市民病院 
〒323-0827 

栃木県小山市神鳥谷2251番地1 

☎ 0285-36-0200 （代表） 

ホームページ     

http://hospital-shinoyama.jp/ 

看護師採用サイト 

http://hospital-shinoyama.jp/nurse/ 

  Facebook 

https://www.facebook.com/shin.oya

ma.city.hospital 

LINE 公式アカウント 

右記 QR コードを 

読み取ってください。 

        ⇒⇒⇒ 

施設の共同利用について 

～医療機器共同利用の流れ～ 

放射線科をご利用の際の流れをご説明いたします。 

【共同利用前】 

☎ 0285-36-0261（放射線科 直通）に電話して『共同利用であること』、

『検査モダリティ（CT,MRI等）』を伝え、検査予定日時を当施設担当

者より聞いてください。 

 検査日時が良い場合は『貴施設名』、『検査部位』、『患者氏名』、

『生年月日』を伝えてください。 

撮影指示書を記入し、患者さんに渡してください。 

 

【当日】 

 来院しましたら、撮影指示書を患者支援センター（8番）窓口に出し

てください。 

 検査終了後、放射線受付（18番）でお待ちください。その後8番で

CD-Rをお渡しいたします。 

CD-Rを受け取りましたら当院でのお会計はありません

ので、そのまま帰宅となります。 

 

【共同利用後】 

 読影希望の場合は基本的には翌営業日の14時までにFAXにて送信い

たしますが、内容により2~3営業日かかる場合がございます。到着

がないなど不明な時は ☎ 0285-36-0261（放射線科 直通）に問い

合わせをお願いいたします。 

貴施設にてレセプト請求、患者負担分請求をお願いいたします。 

【その他】 

 紹介状のかわりに撮影指示書で運用いたします。（病院Webサイト

よりダウンロード可能） 

 撮影部位と検査目的がわかるように記入をお願いいたします。検査

は単純のみになります。造影希望の場合は各科に依頼してください。 

 当院より撮影料（読影ご希望の場合は読影料の追加がございます）

を請求いたします。 

 検査終了後に患者様より、レセプトにて撮影料、読影料の 

請求をお願いいたします。 

 請求書は月初め（5日以内）に前月分をまとめて送付いたし 

ます。 

 振込期限は請求日の月末です。 


